
8月 23日（金） 

あなたの愛する人々をわたしに託し、手を放してわたしの保

護にゆだねなさい。 

わたしといるほうが、あなたがきつく手を握りしめているよ

りもずっと安全なのだから……。 

もしあなたが自分の心の中で愛する人を偶像化してしまっ

たら、あなたばかりか、その人までも危険にさらすことにな

る。 

わたしがアラブハムとイサクに対して取った強硬手段を、思

い出してみなさい。 

わたしは、アブラハムを息子崇拝から解き放つために、イサ

クをまさに死の寸前まで追いつめた。 

アラブハムもイサクも、自制心を欠いた父親の息子に対する

感情にふりまわされてひどく苦しんだ。 

わたしは偶像礼拝を忌み嫌う。たとえそれが親の、子に対す

る愛情という形をとっていても…‥。 

愛する人たちを手放してわたしに託したら、遠慮なくわたし

の手を握りしめてごらん。 



あなたがわたしに任せれば、わたしは心おきなく彼らに恵み

を注ぐことができる。彼らがどこへ行こうとも、わたし自身

が一緒に行って、彼らを休ませよう。 

この同じ“わたし”は、ずっとあなたのそばにいる―あなた

が心を休め、わたしに信頼を置くかぎり…‥。 

わたしがこれから行うことを見ていなさい。 
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【新改訳 2017】 

創世記 22:9  

神がアブラハムにお告げになった場所に彼らが着いたとき、

アブラハムは、そこに祭壇を築いて薪を並べた。そして息子

イサクを縛り、彼を祭壇の上の薪の上に載せた。 

創世記 22:10  

アブラハムは手を伸ばして刃物を取り、息子を屠ろうとした。 

創世記 22:11  

そのとき、【主】の使いが天から彼に呼びかけられた。「アブ

ラハム、アブラハム。」彼は答えた。「はい、ここにおります。」 

創世記 22:12  



御使いは言われた。「その子に手を下してはならない。その

子に何もしてはならない。今わたしは、あなたが神を恐れて

いることがよく分かった。あなたは、自分の子、自分のひと

り子さえ惜しむことがなかった。」 

エペソ 3:20  

どうか、私たちのうちに働く御力によって、私たちが願うと

ころ、思うところのすべてをはるかに超えて行うことのでき

る方に、 

出エジプト 33:14 

主は言われた。 「わたしの臨在がともに行き、あなたを休

ませる。 」 

 

 


